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多文化共生をめざして

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
推
計
に
よ
る
と
、
全
国
の
総
人
口
に

占
め
る
外
国
人
の
割
合
は
、
２
０
７
０

年
に
は
約
10
％
を
超
え
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。　

　
加
西
市
に
は
、
35
カ
国
１
７
１
７
人

の
外
国
人
住
民
が
暮
ら
し
て
お
り
、
市

内
人
口
の
約
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
以
降
、
４
年
間
で
５
３
８

人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
や
若
者
の
都
市
部
へ

の
流
出
の
影
響
に
よ
っ
て
、
加
西
市
の

日
本
人
の
生
産
年
齢
人
口
は
減
少
し
て

お
り
、
20
代
の
５
人
に
１
人
が
外
国
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
、
多
く
の
外
国
人
の
方
が
技
術
や

知
識
を
学
ば
れ
る
中
、
各
企
業
の
活
動

を
支
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
２
０
２
７
年
の
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
改
正
に
よ
り
、
外

国
人
の
方
は
よ
り
働
き
や
す
く
、
そ
し

て
住
み
や
す
い
地
域
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、「
選

ば
れ
る
加
西
市
」
と
な
る
た
め
に
、
加

西
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
多
文
化
共
生

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
多
文
化
共
生
が
注
目
さ
れ
る
背
景
に

は
、
①
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
②
人

手
不
足
の
深
刻
化
に
伴
う
外
国
人
人
口

の
増
加
が
あ
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口

減
少
に
伴
う
人
手
不
足
へ
の
一
つ
の
対

策
と
し
て
、
２
０
１
９
年
の
法
改
正
に

よ
り
外
国
人
の
受
け
入
れ
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
人
手
不
足
が
深
刻
と

さ
れ
て
い
る
特
定
産
業
分
野
で
は
、
一

定
の
専
門
性
・
技
能
お
よ
び
日
本
語
能

力
の
あ
る
外
国
人
を
即
戦
力
と
し
て
受

け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
市
内
で
は
主
に
製
造
業
に
お
い
て

積
極
的
な
雇
用
が
進
ん
で
お
り
、
市
内

企
業
の
生
産
活
動
を
支
え
る
存
在
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
活
動
を
支
え
る
存
在

見
え
な
い
壁
の
存
在

外
国
人
の
方
は
身
近
な
存
在

　
２
０
２
７
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
新

た
な
在
留
資
格
と
し
て
「
育
成
就
労
」

が
創
設
さ
れ
ま
す
。
技
能
実
習
制
度
の

代
替
と
し
て
、
特
定
産
業
分
野
で
の
人

材
育
成
と
確
保
を
目
指
し
て
お
り
、
原

則
３
年
間
の
育
成
期
間
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
転
職
が
で
き
る
制
度
の
た
め
、
深
刻
な

人
手
不
足
に
陥
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

人
材
の
流
出

ベトナム国籍が 6割

加西市の現状

技能実習と特定技能が 5割

加
西
市
の
外
国
人
住
民

　
加
西
市
の
外
国
人
住
民
の
う
ち
、
最

も
多
い
国
籍
は
ベ
ト
ナ
ム
60
％
、
次
い

で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
８
％
、
ま
た
最
も
多

い
在
留
資
格
は
技
能
実
習
（
技
能
実
習

計
画
に
よ
り
技
能
な
ど
を
要
す
る
業
務

に
従
事
す
る
資
格
）
で
33
％
、
次
い
で

特
定
技
能
（
特
定
産
業
分
野
の
業
務
な

ど
に
従
事
す
る
資
格
）
16
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
籍
の
技
能

実
習
・
特
定
技
能
の
在
留
資
格
の
方
が

増
え
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
は
若
い
世

代
の
人
口
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
こ

の
た
め
、
海
外
で
の
技
術
習
得
を
求
め

る
若
者
が
多
く
、
日
本
を
訪
れ
る
人
々

も
多
く
い
ま
す
。

問
合
先 

ま
ち
づ
く
り
課
☎
㊷
８
７
０
６

(2025 年 6 月 30 日現在 )

多
文
化
共
生
の
架
け
橋

加西市の 16 歳から 64 歳における
年代別人口と外国人の割合

（2025 年 6 月 30 日現在）
人口人口 外国人の割合外国人の割合

16 ～ 19 才 20 代 60 ～ 64 才50 代40 代30 代

1.6% 0.9%
4.8%

5 千人 12.1%

2.7%2 千人

20.1%

4 千人

6 千人
7 千人

3 千人

千人
0 人

今
後
、
加
西
市
が
進
め
る
産
業
団
地
の

拡
大
に
伴
い
、
雇
用
が
増
え
、
産
業
を

支
え
る
人
材
と
し
て
、
外
国
人
の
受
け

入
れ
も
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

特集

　市内で働く外国人の方たちは
真面目で勤勉です。新しい技術
や知識を学ぶために努力を惜し
みません。
　日本で新しい技術や知識を習
得し、自国での将来に活かすこ
とを強く意識している方も多
く、仕事を覚えるのも早いのが
特徴です。

　今後、産業団地が拡大され、
さらには「育成就労」が創設さ
れると、事業者の人材確保が大
きな課題となってきます。
　外国人の方に「選ばれるまち」
となるため、産業界も行政と連
携し、取り組みを進めていきた
いと考えています。加西商工会議所

河原浩
ひろのぶ

申事務局長

　
産
業
界
に
お
い
て
人
材
確
保
が
大
き

な
課
題
と
な
る
中
、
法
改
正
な
ど
に
よ

る
人
材
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
企
業

支
援
と
し
て
外
国
人
の
方
が
よ
り
働
き

や
す
く
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
は
と
て
も
重
要
で
あ
り
、

　
今
後
、加
西
市
が
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」

と
な
る
た
め
に
、
多
文
化
共
生
を
目
指

す
た
め
の
拠
点
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
日
本
で
の
生
活
に
適
応
す

る
こ
と
も
外
国
人
の
方
に
は
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
お
り
、
文
化
・
習
慣

の
啓
発
や
理
解
促
進
、
地
域
に
お
け
る
外

国
人
の
方
へ
の
理
解
促
進
や
、
よ
り
良
い

関
係
を
生
み
出
す
支
援
も
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、今
年
９
月「
加
西
市
グ
ロ
ー

バ
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

　コンビニやスーパーなどの日常生活のさまざまな場面で、外国人の方と出会うことや触
れ合うことは珍しくありません。今回の特集では、加西市の現状と９月に開設するグロー
バルセンターの概要をご紹介します。共生社会の実現に向けて、今日からできることをやっ
ていきましょう。

外国人の方に選ばれるまちへ、行政と産業界の挑戦

国籍別

ベトナムベトナム
60%60%

インドネシア 8%インドネシア 8%

ブラジル 6%ブラジル 6%

中国 6%中国 6%

韓国 3%韓国 3%

フィリピン 3%フィリピン 3% その他その他
14%14%

在留資格別

技能実習技能実習
33%33%

特定技能特定技能
16%16%

永住者永住者
16%16%

技術・人文知識・国際業務技術・人文知識・国際業務
15%15%

家族滞在家族滞在
10%10%

その他その他
10%10%

「
言
語
の
壁
」、「
文
化
や
慣
習
の
違
い
」

と
い
っ
た
課
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
深
刻
な
の
が
「
言
語
の
壁
」

で
す
。
日
本
語
が
十
分
に
理
解
で
き
な

い
こ
と
で
、
困
り
ご
と
を
誰
に
も
相
談

で
き
ず
孤
立
し
た
り
、
職
場
で
の
誤
解

や
ミ
ス
が
安
全
性
の
問
題
に
つ
な
が
っ

た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
文
化
や
慣
習
の
違
い
」
も

大
き
な
課
題
で
す
。
ご
み
出
し
や
騒
音

ト
ラ
ブ
ル
、
近
所
づ
き
あ
い
な
ど
、
日

本
人
に
と
っ
て
は
「
常
識
」
と
さ
れ
る

マ
ナ
ー
や
暗
黙
の
ル
ー
ル
が
、
異
な
る

文
化
背
景
を
持
つ
人
々
に
は
必
ず
し
も

伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

　
す
べ
て
の
外
国
人
が
日
本
社
会
に
ス

ム
ー
ズ
に
溶
け
込
み
、
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
は
、
こ
の
「
見
え
な
い
壁
」

を
解
消
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

若年層に人気のハートを形どったジェスチャーで、
食文化交流の楽しさを伝える日本語教室の皆さん

20 代の 2 割、30 代の 1 割が外国人の方


